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<魅 力> 

１．華東地域と広東省の中間に位置していることから、高速道路網等の整備によ

り、両地域への供給拠点となり得る可能性を秘めている。広東省広州に日系自

動車メーカー3 社が出揃ったが、部品メーカーにとっては、納入先からの影響を

強く受けすぎない適度の距離が好感されている。 

２．電機電子産業を中心に台湾企業の集積が進んでいる。台湾企業と合弁を組む

メリットは大きい。 

３．2004 年に旱魃による水不足から電力不足が深刻化したが、その後の電源開発

の推進や降雨量の回復により、2006 年には大きな問題とはならない見通し。当

局は、目下、2010 年までの電力供給を保障できる体制構築に取り組んでいる。

４．福建省では地元での就労が主流であることもあり、隣接する広東省のような人

手不足・賃金上昇といった問題は顕在化していない。労働争議もあまりみられな

い。また留学生が多いこともあり、日本語人材は比較的豊富である。 

５．インフラについて、物流では、港湾に恵まれ（福州馬尾港、厦門港）、海上輸送

の利便性が高い。通信インフラの整備も進んでおり、省内全域で国際電話・携

帯電話の通話が可能。 

６．治安が良い。 

 

<留 意 点> 

１．海上輸送以外では、物流インフラに依然として問題あり。 

２．土地使用の管理が厳しくなっているほか、環境規制は厳格である。 

３．一般ワーカーの確保には基本的に問題はないが、技能工は不足している。

 

福建省投資の魅力と留意点
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第１章 地域の概要 

Ⅰ．地理 

・ 位置      中国東南部、北緯 23°33′～28°20′、東経 115°50′～120°40′
の間に位置する。沖縄県とほぼ同緯度。北は浙江省、西は江西省、

南は広東省と接する。東シナ海に面し、海峡を隔てて台湾と向かい

合っている。 
・ 地勢      山地・丘陵が総面積の 9割を占め、「東南山国」「八山一水一分田」

の称がある。長い海岸線（3,324ｋｍ、全国第 2位）は良港が多く、
海上交通は便利である。 

・ 面積      121,400km2（日本の国土の 3分の１） 
  

II． 気候 
・ 気候      亜熱帯の海洋性モンスーン気候。一年中温暖。 
・ 年間平均気温  18.6℃（2004年）（東京の年平均気温は 15.3℃） 
・ 年間平均降雨量 1,387mm（2004年）2月～4月に雨が多い。（東京の年平均降雨量

は 1,467mm） 
・ 年間平均日照時間 2,098時間（2004年） 

 

III． 基礎データ 

１． 人口 
・ 人口      3,511万人（2004年）      
・ 人口密度    289人/km2 

２． 行政区画 
・ 省都      福州市 
・ 行政区画    8地級市、26市轄区、 

14県級市、45県 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

8 地級市： 
福州-Fuzhou 
莆田
ほ で ん

-Putian 
三明-Sanming 
泉州-Quanzhou 
漳 州
しょうしゅう

-Zhangzhou 
南平-Nanping 
龍岩-Longyan 
寧徳-Ningde 
経済特区： 
厦門-Xiamen 

(出所)中国地図網HP 

（地級市、市轄区等については総論編を参照） 
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   表 1 福建省の地級市・経済特区の概要 

 総人口 1/ GDP1/ 日本の姉妹都市 2/ 
 （万人） （億元）   

福州 170.9 737.1長崎県 長崎市、沖縄県 那覇市 
莆田 202.7 245.0   
三明 28.3 87.8   
泉州 99.1 317.2長崎県 平戸市 3/、沖縄県 浦添市 
漳州 52.7 153.5長崎県 諫早市 
南平 48.8 81.1   
龍岩 46.6 135.8   
寧徳 42.1 52.9   
厦門 146.8 883.2長崎県 佐世保市、沖縄県 宜野湾市 
（注）1/ 2004年（総人口は年末値）。地級市が管轄する区、県、県級市を含む。 
   2/ 福建省は長崎県及び沖縄県と姉妹県。 

3/ 平戸市は南安市（泉州の県級市）と姉妹都市。 
（出所）『福建統計年鑑 2005』、21世紀中国総研『中国情報ハンドブック 2004』。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ひとくちメモ：福建省の歴史と産業構造の特徴 

福建省は、東南アジア経済に大きな影響力をもつ華僑が祖籍を有する地として知られている。

宋の時代に海のシルクロードの起点として発達し、泉州及び福州は中国最大の貿易港として栄

えていたが、その後の明朝時代に鎖国政策がとられたため、福建省の人々は新たな活路を求め

て続々と台湾や東南アジアへと移り住んだのである。現在、福建省に祖籍を持つ華僑は 810 万

人といわれている。 

中華人民共和国建国後は、台湾に逃れた蒋介石が大陸反攻の前線拠点として金門島と馬祖

島に軍を配置したことなどから、福建省は中国と台湾の対立の最前線となった。このため、中央

政府による大型建設プロジェクト等の投資もあまりなく、工業発展は立ち遅れてしまった。しか

し、1970 年代末に国内でもいち早く改革・開放政策が導入されると、台湾海峡の緊張緩和も相

まって、台湾等の外資企業の進出が活発となり、投資と輸出に主導された経済発展を実現した。 

こうした歴史をもつ福建省の工業部門では、国有企業の果たす役割がきわめて小さい一方、

外資企業とりわけ台湾企業が担い手として重要な役割を果たしていることが特徴となっている。 
 
福建省の改革・開放政策の歩み 

1980年 厦門市湖里区に経済特区を設置 

1984年 福州を沿岸開放都市に指定 

1985年    厦門、漳州、泉州三角区を沿海経済開放区に指定、   

及び厦門全市を経済特区に指定 
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第 2章  経済概況 

I． 主要経済指標と全国での位置付け 

・ 福建省では、2004年に全国を上回る 12.1％の経済成長を達成したのに次いで、2005
年も 11.3％の高成長を維持した。その結果、96～2005年にかけての経済成長率は、
平均 11.8％となった。近年、経済成長率では全国での順位がやや低下しているものの、
一人当たり GDPは依然として上位を維持している。一人当たり GDPは、2004年に
前年比 14.7％増の 17,218元となり、全国第７位であった。次いで、2005年には同
8.1％増の 18,621元となった。なお、2004年に、工業総生産は全国の 4.7％を、農業
総生産は全国の 3.6％を、固定資産投資は全国の 2.7％をそれぞれ占めている。 

・ 対外面では、2004年に、輸出は前年比 39.1％増の 294.0億ドルで、全国第 6位とな
る一方、輸入は同 27.9％増の 181.5億ドルで、全国第 8位となり、貿易収支は 112.5
億ドルの黒字を計上した。次いで、2005年には、輸出は 348.5億ドルとなり、伸び
率は 18.5％と前年に比し鈍化したものの高水準を維持し、全国第 7位となった。一
方、輸入は 195.8億ドルと、前年比 7.9％の小幅な伸びに止まったことから、貿易収
支黒字は前年比 40.2億ドル増の 152.7億ドルとなった。 

・ 直接投資の流入は、2004年に、契約ベースでは前年比 26.1％増の 53.7億ドルとな
ったが、実行ベースでは同 14.6％減の 22.2億ドルに止まった。因みに、全国順位は
いずれも第 9位であった。次いで、2005年には、契約ベースは前年比 11.0％増の 59.6
億ドルに、実行ベースは同 17.6％増の 26.1億ドルに回復した。 

 
表 2 福建省の主要経済指標 

 単位 2003年 2004年 
    順位/シェア 
名目 GDP 億元 5,241.7 6,053.1 11位 
実質 GDP成長率 ％ 11.5 12.1 21位 
一人当たり GDP 元 15,006 17,218 7位 
財政収入 億元 304.7 333.5 11位 
工業総生産 億元 7,353.9 8,856.5 4.7％ 
農業総生産 億元 1,151.2 1,317.3 3.6％ 
固定資産投資 億元 1,182.0 1,892.9 2.7％ 
消費者物価上昇率 % 0.8 4.0     ― 
輸出 億ドル 211.4 294.0 6位 
輸入 億ドル 141.9 181.5 8位 
直接投資契約件数 件 2,272 2,277 ７位 
直接投資契約金額 億ドル 42.6 53.7 9位 
直接投資実行金額 億ドル 26.0 22.2 ９位 
（出所）『中国統計年鑑 2005』、『福建統計年鑑 2005』、『中国情報ハンドブック 2005』、 
    福建省対外貿易経済合作庁『福建対外経貿』2005及び 2006年版。 
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II． 産業動向 

１． GDP の産業部門別内訳 

・ 福建省では、電機･電子、機械及び石油化学を中心とする工業化の進展に伴い、GDP
の産業部門別内訳では、第 1次産業のシェアが漸減する一方、第 2次及び第 3次産業
のシェアが拡大している。2005年には、第 1次産業の GDPに占めるシェアは 12.6％
となる一方、第 2次及び第 3次産業の同シェアは、それぞれ、49.2％、38.2％となっ
た。 

 
表 3 福建省の産業部門別内訳                    （単位：%） 
 1978年 1995年 2002年 2003年 2004年 2005年 全国平均

（2005年） 
第1次産業 36.0 21.7 14.2 13.3 13.0 12.6 12.4 
第2次産業 42.5 42.4 46.1 47.6 48.7 49.2 47.3 
第3次産業 21.5 35.9 39.7 39.1 38.3 38.2 40.3 
（出所）『福建統計年鑑 2005」、『中国統計年鑑 2005」、『中華人民共和国 2005年国民経済和社会発展統

計公報』その他。 

 
２． 企業形態 
・ 福建省の工業生産では、国有企業のシェアが小さい一方、外資及び香港・マカオ・台

湾企業のシェアが大きい。これは、広東省と同様に大規模国有企業が立地されてこな

かったことや、改革・開放政策の早期導入を受け国内でもいち早く外資企業が進出し

てきたことによる。また、非内資では、地理的な要因などから香港・マカオ・台湾企

業のシェアが 32.8％と高いことも、特徴的である。 
 
表 4 一定規模以上の工業企業による総生産額の企業形態別内訳（2004 年）  （単位：％） 

内資企業 合計   

国有企業 1/ 集体企業 2/ その他 3/ 

外資及び香港・
マカオ・台湾企

業 
 

福建省 8.8 1.5 30.2 59.5 100.0
全国 35.2 5.7 27.7 31.4 100.0
(注)1/ 中央政府直轄の大国有企業、地方政府管轄の国有企業、全民聯営企業、全民企業及び全

民企業の所属企業を含む。 
2/ 郷鎮、従業員団体など集団所有制の企業。 
3/ 非国有資本の股份公司、聯営公司、有限責任公司、私営企業（従業員 8名以上）などを

含む。 
(出所)『福建統計年鑑 2005」、『中国統計年鑑 2005』。 
 
３． 主要産業 
(1) 主要生産品 

・ 2004年には、化学繊維、ビール、コンピュータ、カラーテレビなどの生産量が全国
の上位を占めた。 
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表 5 福建省の主要生産品（2004年） 
品目 生産量 全国ｼｪｱ 全国順位 項目 生産量 全国ｼｪｱ 全国順位 

化学繊維 71万トン 5.0％ 4位 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 295万台 6.5％ 5位 
ビール 145万キロリットル 5.0％ 6位 ｶﾗｰﾃﾚﾋﾞ 285万台 3.9％ 6位 
布 11億メートル 2.6％ 8位 糸 54万トン 4.9％ 6位 

 （出所）『中国統計年鑑 2005』。 

 

(2) 3大重点産業 
① 電機電子 

・ 近年の電機電子産業の発展には目覚しいものがある。2005年に、同産業の生産高は、
前年比 370億元増の 1,497億元に達し、全国第 8位となった。因みに、電機電子産業
の省全体の工業生産に占めるシェアは、15.7%となっている。 

・ 福建省では、コンピュータを初めとする 23品目について、生産高が全国上位を占め
ている。マイクロエレクトロニクス技術を基礎とするソフトウェア産業、コンピュー

ター・ネットワーク製品、デジタルビデオ・オーディオ製品、コミュニケーションタ

ーミナルなどに競争力があるとされている。 
・ 主要な企業として、Dell、捷聯、厦新電子、厦華、冠捷、中華映管、実達、漳州燦坤
などがある。このうち、冠捷は、パソコン・モニターの生産高が全国首位であるほか、

Dellでは、コンピュータの生産高が全国第 4位となっている。また、大手家電メーカ
ー厦新電子は、これまで培ってきた情報通信技術を活用し、自動車部品産業（電子部

品）への新規参入を発表した。 
・ 電機電子産業の生産拠点は、福州市内、厦門特区、福州経済技術開発区、福清融僑経

済技術開発区に集中している。 
 

② 機械 

・ 機械産業では、2005年に、生産高は 1,283.2億元を記録する一方、輸出は前年比 21％
増の 427.7億元で全国第 7位となった。福建省では、機械産業のうち、自動車、造船、
工作機械等を重点部門としている。 

・ 自動車部門では、東南汽車・福建戴克等の中高級乗用車、厦門金龍の大中型乗用車、

閩西北の改装車、トラック及び同部品の発展が期待されている。2004年 5月には、
ドイツ・ダイムラークライスラー社が、台湾・中華自動車との合弁である福建汽車工

業において、メルセデス商用車の生産計画（2006年から年間 4万台）を発表してい
る。 

・ 造船部門では、厦門、馬尾、泉州及び福安の 4カ所に、船舶修理及び造船基地の建設

を計画している。このほか、工作機械では、掘削機やフォ－ク・リフトが中心となっ

ている。 
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③ 石油化学 

・ 2005年に、石油化学産業の生産高は前年比 9.8％増の 572.4億元となった。省内には、
湄洲湾（莆田市の南）及び海滄湾（厦門市）の 2カ所に石油化学コンビナートがある。
このうち前者の湄洲湾の石油精製基地は、全国第 6位の規模を誇り、年間精製能力は
400万トンとなっている。現在、外資との合弁により新たに石油精製設備（年間精製
能力 800万トン）及びエタン生産プラント（年間生産量 80万トン）が建設されてい
る。一方、海滄湾には、化学繊維原料、繊維・プラスティック加工、ゴム製品等が集

積している。 

(3) ハイテク産業 

・ ハイテク産業では、2005年に、生産高は前年比 18.3％増の 2,520.0億元と、全国第 7
位となる（全国に占めるシェアは 7.6％）一方、輸出は同 14.7％増の 78.9億ドルとな
った。福建省では、ハイテク産業の中でも、電子情報、バイオ、新素材、環境保護及

び光エレクトロニクスを重点部門としている。 

 (4) 伝統産業 

・ 伝統的な産業に、靴、紡績・衣類、食品、建材がある。このうち、紡績業では、2005
年の生産高は 3,327.0億元と、全国最大であった。晋江、石獅両市は、国内有数のア
パレル産業の集積地である。また、建材では、石材の生産及び輸出が全国最大である

ほか、セラミックスの生産も全国第 3位である。このほか自動車用ガラスの生産が全
国最大である。 

・ 農業では、お茶（ウーロン茶）の生産及び輸出が全国第 1位である。また、海産物も
豊富であり、水産加工品の生産は全国第 2位である。うなぎは全国第１位である。こ
のほか、天然資源にも恵まれ、蛍石、高嶺土、重晶石、花崗岩などの非金属鉱物や、

タングステン、タンタルなどが豊富である。なお、石材に利用される花崗岩は山東省、

広東省と並ぶ 3大産地の一つとなっている。 

 
４． 主要企業 

 福建省の主要企業は以下の通り。 

表 6 福建省の主要企業 
業種 企業名 事業概要 

厦新電子 1981年設立。合弁。通信機器・電子部品・CP製造。 
冠捷 1990年設立。外資独資。パソコンのモニター製造。 

電子情報 

 漳州燦坤 1978年設立。家電製品製造。 
金龍聯合汽車 1988年設立。バス製造。 自動車 
東南汽車 1996年設立。合資。小型バス製造。 

化学工業 福建煉油化工 1989年設立。石油化学。 
機械工業 林徳廈門叉車 1993年設立。ドイツ系。フォークリフト製造。 
船舶工業 馬尾造船股份 1866年設立、2001年株式会社化。船舶建造・修理。 
(出所) 各企業ホームページより作成。 
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Ⅲ． 所得及び消費水準 

1. 所得水準 

・ 福建省都市部の平均消費支出は、2004 年に全国平均の 1.1 倍となっている。また、最

高所得者層の消費支出は、最低所得者層の 4.4 倍と、全国平均の 5.9 倍を下回ってお

り、省内の所得格差は全国より小さいものに止まっている。 

 

表 7 福建省都市部における所得及び消費の水準（2004年） 
所得者層 平均 最低 低 下位中産 中産 上位中産 高 最高 

可処分所得（元） 11,175 3,876 5,686 7,337 9,386 12,199 15,892 25,472 
消費支出（元） 8,161 3,771 4,980 5,798 7,182 8,867 10,833 16,545 
消費支出の全国平均（元） 7,182 2,855 2,441 3,942 5,096 8,346 10,749 16,842 

（出所）『福建統計年鑑 2005』、『中国統計年鑑 2005』。 
 

２． 耐久消費財所有状況 

・ 福建省都市部における耐久消費財の所有状況は表 8の通り。バイク、扇風機、カラー
テレビ、パソコン、オーブンレンジ、エアコン、電子レンジ、携帯電話などの保有台

数が、全国平均を上回っている。 
 

表 8 福建省都市部における 100 世帯あたりの耐久消費財所有状況（2004 年）（単位：台） 

 福建省 全国平均  福建省 全国平均 
バイク 48.9 24.8 カメラ 44.6 47.0 
自転車 113.9 140.2 ピアノ 3.2 2.2 
自動車 1.4 2.2 オーブンレンジ 68.3 41.7 
洗濯機 98.1 95.9 エアコン 126.6 69.8 
扇風機 230.7 179.6 暖房器具 16.6 33.7 
冷蔵庫 97.1 90.2 電子レンジ 125.9 106.4 
冷凍庫 2.7 6.7 シャワー 98.5 69.4 
カラーテレビ 158.4 133.4 食器洗い器 0.7 0.6 
ステレオ 29.5 28.3 固定電話 106.1 96.4 
ビデオレコーダー 12.9 17.6 携帯電話 149.6 111.4 
パソコン 46.6 33.1 ファックス 1.4 0.9  

  （出所）『福建統計年鑑 2005』、『中国統計年鑑 2005』。   

 

Ⅳ． 貿易 

・ 福建省の貿易は、1997～99年にかけてアジア危機の影響でほぼ横ばいで推移したも
のの、2000年以降は順調に拡大している。2000～05年にかけて、輸出は年平均 22.4％
拡大する一方、輸入の年平均伸び率は 18.0％となっている。 

・ 貿易の相手国別内訳では、2004、05両年とも上位５カ国・地域に変化はない。輸出
では、米国が最大の相手国となっており、次いで、日本、香港、オランダ、ドイツと

なっている。一方、輸入では台湾が最大の相手国・地域となっており、以下、日本、

韓国、米国、マレーシアと続いている。 

・ 品目別内訳をみると、2004年には輸出入とも、電機機械製品が 40～50％の最大の         
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シェアを、次いでハイテク製品が 20％代のシェアを占めている。 
 
図 1 福建省の貿易の推移（1996～2005 年） 

 
 
 
 
 
 
 

   （出所）福建省対外貿易経済合作庁『福建対外経貿』2005及び 2006年版。 

 

表 9 貿易の主要相手国・地域別内訳 

輸出相手国・
地域 

2004年 
（シェア、％） 

2005年 
（シェア、％） 

輸入相手国・
地域 

2004年 
（シェア、％） 

2005年 
（シェア、％） 

米国 24.2 24.8 台湾 20.3 20.9 
日本 17.8 16.5 日本 15.2 12.7 
香港 10.5 8.3 韓国 12.3 10.5 
オランダ 3.6 3.8 米国 9.0 9.9 
ドイツ 3.5 3.7 マレーシア 4.3 4.0 
（出所）福建省対外貿易経済合作庁『福建対外経貿』2005及び 2006年版。 
 
表 10 福建省の主要貿易品目（2004年） 
 10億ドル以上の品目 1億ドル以上 10億ドル未満の主要品目 
輸出 電気機械製品（44.7%）、ハイテク製品

（23.2%）、データ処理設備（17.5%）、衣
類（12.5%）、靴（9.7%） 

石材（2.9%）、家具等（2.5%）、紡績類
（2.2%）、旅行用鞄等（2.2%）、野菜（1.2%）、
ウナギ加工食品（1.4%） 

輸入 電気機械製品（53.5%）、ハイテク製品
（24.3%）、液晶テレビ（9.7%）、集積回
路等（6.7%）、初級加工プラスティック
（6.5%） 

データ処理設備（4.2%）、大豆（2.7%）、テ
レビとラジオ等の部品（1.8%）、鋼材（3.6%） 

（出所）『福建統計年鑑 2005』。 
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表 11 福建省の主な国家級開発区の概要 
 名称 所在地 批准 開発面積 特徴 
       （計画面積）   
福州経済技術
開発区 

福 州 市
馬尾区 

1985.1 16km2 

2005年 1月
に新たに 13 
km2を批准 

 

・台湾投資区・ハイテク区・保税区を含む。
2006 年 10 月に区内に新たに輸出加工区が
ｵｰﾌﾟﾝする予定。空港・港湾・高速道路に近
く、区内に港がある。 

・外国投資は 2006年 4月現在、1,017件、総
投資額 52億米ドル。業種としては、電子情
報、バイオ、機械、冶金、繊維、食品等が
中心。日系企業はリコー、エプソン、日立、
松下電工、三菱商事など 60数社、総投資額
4.0億米ドル。 
・機械や電機電子を中心に台湾企業の集積が
あることが特徴。 

・物流インフラでは、今後、2009年に福州～
温州間の高速鉄道が開通するほか、2006年
末までに馬尾から福州空港までの高速道路
が完成する見込み。 

・開発区管理委員会には、企業ホットライン
（企業 110番）が設けられ、24時間の対応
を行っている。 

厦門海滄台商
投資区 

厦門市 1989.5 28km2  
(100km2) 

・中国で最初かつ面積が最大の台湾資本投資
区として設立。厦門輸出加工区を含む。海
滄大橋を隔てて市中心の厦門島につなが
る。万トン級の船舶接岸可。 
・2006年 4月現在、内外企業 846社が入居、
うち外国投資は 317 件。総投資額は 103.6
億米ドル、うち外国投資が 66.6億米ドル。
米コダックが最大手。香港・台湾からの投
資が 60%。 

・西区、東区に進出余地あり。 
福清融僑経済
技術開発区 

福州市 1992.1 10km2  
(28km2) 

・全国唯一の華僑資本の国家級開発区。区内
の洪寛工業村は‘小台湾村’と呼ばれ、90％
の企業が台資企業。 

・外国投資企業 300社超、総投資額 20億米ド
ル。インドネシアのサリムグループ(林氏集
団)、韓国三星なども進出。 

・主要産業は電子、ガラス、繊維、プラスチ
ック、食品加工など。 

経
済
技
術
開
発
区 

東山経済技術
開発区 

漳州市 1993.1 3km2  
(10km2) 

・漳州市の南部、広東省との省境付近に位置。
・外国投資企業 25社、総投資額 6億ドル。投
資国は香港・台湾・米国・シンガポール等。 

高
新
技
術
産
業
開
発
区 

福州市科技園
区 

福州市 1991.3 5.5km2 ・福州市馬尾区経済技術開発区内に位置。IT、
バイオ、医薬品、新素材などが主要産業。 
・韓国 LG 電子のほか、日系企業では JVC、
リコーなどが進出。 
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 名称 所在地 批准 開発面積 特徴 
       （計画面積）   

 厦門火炬高技
術産業開発区

厦門市 1990.12 4.75km2

(40km2) 
・電子・情報、バイオ、新素材などが中心。
ハイテク企業、環境対応型企業を奨励して
いる。火炬ハイテク園・帰国留学生創業園・
ソフトウエア園・北京大学生物園など複数
の区があり研究・開発にも注力。     
・インフラ完備。 
・火炬園には 700社が入居。帰国留学生創業
園にはベンチャー250社が入居。 

・日系企業では、松下電器、東芝、富士電機、
三菱電機など、その他外資企業は、Dell、
MOTICなどが進出。 

・進出余地があるのは、翔安区と同集園。翔
安区は厦門島から高速道路で 35分の距離だ
が、建設中の海底トンネルの開通後（2008
年）は 15分に短縮される。翔安区には標準
工場が用意されている。 

・R&Dセンターに対する資金支援制度あり。
また、R＆Dセンターの上位経営者 2人及び
3～8 人までのスタッフに対し個人所得税の
優遇措置あり。 

福州保税区 福州市 1992.11 1.8km2 ・福州市馬尾区経済技術開発区内にあり、貿
易貨物の集散地となっている。交通は便利
でインフラも整っている。物流関係の発展
に力を入れている。 

厦門象嶼保税
区 

厦門市 1992.10 0.63km2

(2.4km2) 
・厦門市の港区に位置し、陸海空の交通が至
便で、インフラも整っている。主な産業は、
保税加工業、倉庫、貿易、貨物運輸業など。

・外資企業 300社超、日系企業は東芝、丸紅、
YKKなどが進出。 

保
税
区 

厦門保税物流
園区 

厦門市 2004.8 0.26 km2 

（0.7 km2） 
・厦門象嶼保税区に隣接して設置。第１期（0.26

km2）が 2006年年初より入居可能となって
いる。 

厦門輸出加工
区 

厦門市 2000.4  1.46 km2 
(2.5km2) 

・海滄投資区内に設立。2002年 3月に入居可
能となった。 

・電子情報、バイオ、医薬、精密加工、精密
機械などが中心。 輸

出
加
工
区 

福州輸出加工
区 

福州市 2005.3（1.14km2）・福州経済技術開発区内に設立。2006 年 10
月に完成予定。 
・投資奨励業種は、電子・情報、精密機械、
化学、物流などで、技術集約型の高付加価
値産業の誘致を意図している。 

 

福清輸出加工
区 

福清市 2005.3（3.0 km2） ・福州市街から 76km、Jiangyin Port Zone
から 7km の距離にある。2006 年 6 月から
入居可能。 
・電子・情報、精密機械、自動車、化学など
の業種を奨励している。 

（出所）『福州市外商投資指南』、各開発区資料及びヒアリングより作成。 
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福州市馬尾区経済技術開発区（開発区投資指南より） 

エラー! 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

厦門市（厦門市投資促進センター資料より） 

厦門火炬高技術産業開発区管理委員会 


